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（衛生行政報告例） 
（Report on Public Health Administration and Services） 

注：「母体保護統計報告」により報告を求めていた平成13年までは暦年の数値であり、「衛生行政報告例」に統合された平成14年からは年度の数値である。 
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人工妊娠中絶件数は減少傾向

4-4 年齢階級別にみた人工妊娠中絶件数の年次推移　－平成元年～平成21年度－
Trends in the number of legal abortions by age group, 1989 year -fiscal year 2009

 
（衛生行政報告例） 

（Report on Public Health Administration and Services） 

注：実施率は、15～19歳の女子人口千対（15歳未満の人工妊娠中絶件数を含む。）。 
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10代の人工妊娠中絶実施率は高知、福岡、愛媛などで高く、奈良、埼玉などで低い

4-5 都道府県別にみた10代の人工妊娠中絶実施率（女子人口千対）の年次比較
－平成18年度・平成21年度－

Teenage legal abortions per 1,000 female population age 15-19 by prefecture, 
fiscal year 2006, fiscal year 2009
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（地域保健・健康増進事業報告） 
（Report on Regeonal Public Health Services and Health Promotion Services） 

注：保健所及び市区町村における精神保健福祉の相談等延人員である。 
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4-6 精神保健福祉相談等の内容別にみた被相談等延人員の年次推移　―平成16年度～平成20年度―
Trends in the total number of clients for mental health and welfare counseling, fiscal 
year 2004 - fiscal year 2008 

精神保健福祉相談等は「電話相談」が年々増加

（地域保健・健康増進事業報告） 
（Report on Regeonal Public Health Services and Health Promotion Services） 

注：保健所及び市区町村における精神保健福祉の相談の内容別延人員である。 

相談延人員 

老人精神保健　
 

768,191人 
（再掲）ひきこもり 

26,152人（3.4％） 

39,967人（5.2％） 

社会復帰 

247,720人（32.2％） 

アルコール　
34,414人（4.5％） 

薬物　
5,754人（0.7％） 思春期　

18,086人（2.4％） 

心の健康づくり 

72,166人（9.4％） 

その他　
350,084人（45.6％） 

精神保健福祉の相談内容は、「社会復帰」の相談が最も多い

4-7 精神保健福祉の相談の内容別延人員　－平成20年度－
Total number of clients of mental health and welfare counseling by subject matter, 
fiscal year 2008 




